
提

出

者

川

田

悦

子

平
成
十
五
年
七
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

一

四

八

号

支
援
費
制
度
に
お
け
る
国
庫
補
助
基
準
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
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支
援
費
制
度
に
お
け
る
国
庫
補
助
基
準
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

平
成
十
五
年
六
月
二
十
七
日
付
け
で
頂
い
た
政
府
答
弁
（
衆
質
一
五
六
第
一
〇
一
号
）
に
関
し
、
再
度
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

一

答
弁
「
一
に
つ
い
て
」
の
�
に
お
い
て
、
平
成
十
三
年
度
に
本
件
事
業
の
利
用
が
あ
っ
た
市
町
村
の
数
は
、
「
身
体
障
害

者
に
係
る
も
の

二
千
二
百
八
十
三
市
町
村
」
「
知
的
障
害
者
に
係
る
も
の

九
百
八
十
六
市
町
村
」
で
あ
る
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
数
字
に
よ
れ
ば
、
身
体
障
害
者
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
の
数
は
全
市
町
村
数
の
概
ね
三
分
の
二
、

知
的
障
害
者
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
の
数
は
全
市
町
村
数
の
三
分
の
一
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
る
に
、
答
弁
「
一
に
つ
い
て
」
の
�
に
お
い
て
示
さ
れ
た
前
記
数
字
は
、
「
障
害
者
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
現
況
に
つ
い
て
（
概
要
）
」
を
と
り
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
調
査
す
る
こ
と
の
で
き
た
市
町
村
数
（
換
言
す
れ
ば
、
調

査
で
き
な
か
っ
た
市
町
村
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
）
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
障
害
者
に
係
る
居
宅
介
護
等
事
業
が
全
国
的
に

行
わ
れ
る
べ
き
事
業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
数
の
市
町
村
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
な
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

答
弁
「
二
及
び
三
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
『
視
覚
障
害
者
等
特
有
の
ニ
ー
ズ
を
も
つ
者
』
の
一
人
・
一
月
当
た
り
の

一



平
均
利
用
時
間
は
、
一
般
事
業
及
び
移
動
介
護
の
一
人
・
一
月
当
た
り
の
平
均
利
用
時
間
の
合
計
値
を
基
に
算
定
し
た
も
の

で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
視
覚
障
害
者
等
特
有
の
ニ
ー
ズ
を
も
つ
者
」
と
は
、
視
覚
障
害
を
も
つ
者
以
外

に
ど
の
よ
う
な
障
害
を
も
つ
者
を
い
う
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

三
�

答
弁
「
四
及
び
五
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
本
件
事
業
に
係
る
新
た
な
国
庫
補
助
基
準
へ
の
移
行
を
円
滑
に
行
う
た
め

の
経
過
措
置
及
び
移
行
時
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
坂
口
厚
生
労
働
大
臣
は
国
会
答
弁
（
平
成
十
五
年
一
月
二
十

七
日
の
阿
部
知
子
議
員
へ
の
答
弁
及
び
同
年
二
月
二
十
八
日
の
石
毛
�
子
議
員
へ
の
答
弁
等
）
に
お
い
て
、
本
件
事
業
に

係
る
新
た
な
国
庫
補
助
基
準
は
、
「
市
町
村
に
予
算
を
配
分
す
る
た
め
の
基
準
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
。
し
か

し
、
市
町
村
へ
の
補
助
金
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
支
援
費
制
度
導
入
以
前
に
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
補
助
率
も
支

援
費
制
度
導
入
前
後
で
変
わ
っ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
な
国
庫
補
助
基
準
を
作
る
必
要
が
な
ぜ
あ
っ
た
の

か
、
そ
の
理
由
を
支
援
費
制
度
導
入
以
前
の
国
庫
補
助
基
準
と
比
較
し
つ
つ
示
さ
れ
た
い
。

�

ま
た
、
坂
口
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
記
国
会
答
弁
に
お
い
て
、
新
た
な
国
庫
補
助
基
準
で
は
「
従
来
よ
り
も
サ
ー
ビ
ス

水
準
が
低
下
す
る
自
治
体
が
あ
り
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
経
過
措
置
を
設
け
て
い
る
」
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
が
、
な

ぜ
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
低
下
す
る
自
治
体
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
新
た
な
国
庫
補
助
基
準
を
策
定
し
た
の
か
、
そ
の
理

二



由
を
示
さ
れ
た
い
。

四

答
弁
「
四
及
び
五
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
当
該
経
過
措
置
の
実
施
期
間
を
含
む
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
本
件

事
業
の
利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
検
討
は
、
い
つ
か
ら
始
め
、
ど
の

よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
い
つ
ま
で
に
結
論
を
出
す
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五
�

答
弁
「
四
及
び
五
に
つ
い
て
」
に
関
連
し
て
、
経
過
措
置
の
実
施
期
間
を
含
む
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
に
つ
い
て

は
、
「
今
回
の
国
庫
補
助
基
準
に
関
す
る
考
え
方
」
の
四
項
で
、
「
検
討
会
を
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
設
置
す
る
こ
と

と
し
、
」
「
障
害
者
に
対
す
る
地
域
生
活
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
精
力
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
」
「
な
お
、
検

討
会
の
運
営
等
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
意
向
に
配
慮
し
、
利
用
当
事
者
の
参
加
を
求
め
る
と
と
も
に
、
公
正
な
運
営
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
委
員
構
成
と
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
検
討
会
の
責
任
の
主
体
及
び
運
営
の
主

体
は
誰
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

ま
た
、
前
記
検
討
会
の
委
員
は
誰
が
ど
の
よ
う
な
方
法
・
手
続
き
に
よ
っ
て
選
任
す
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

さ
ら
に
、
前
記
検
討
会
は
、
障
害
者
に
対
す
る
今
後
の
地
域
生
活
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
い
か
な
る
権
限
を
有
す
る

の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三



右
質
問
す
る
。

四


